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第１ 章  総 則  

（目 的 ）  

第１ 条  こ の条 例は 、適 正 な管 理が 行わ れ てい ない 空 き 家 等が

防災 、防 犯 、衛 生、 景観 等 の地 域に おけ る 町民 等の 生活 環 境

に深 刻な 影 響を 及ぼ して い るこ とを 鑑み 、 空家 等対 策の 推 進

に 関す る 特 別措 置 法（ 平 成 ２６ 年 法律 第 １ ２７ 号 。以 下 「 法 」

とい う。）に 定 め るも のの ほ か、 空 き 家等 の 発生 予防 、活 用

及び 適正 な 管理 並び に 管 理 不全 状態 の空 き 家等 への 適切 な 措

置、 跡地 の 活用 等に 関し 必 要な 事項 を定 め るこ とに より 、 町

民等 の生 命 、身 体及 び財 産 の保 護並 びに 生 活環 境の 保全 を 図

ると とも に 、地 域の 振興 に 寄与 する こと を 目的 とす る。  

 

（定 義）  

第２ 条  こ の条 例に おい て 、次 の各 号に 掲 げる 用語 の意 義 は、

それ ぞ れ 当 該各 号に 定め る とこ ろに よる 。  

（１ ）  空き 家 等  町 内に 所 在す る法 第２ 条 第１ 項の 規定 に

該当 する 空 き家 等を いう 。  

（２ ）  特定 空 家 等  町内 に 所在 する 法第 ２ 条第 ２項 の 規 定

に該 当 す る 空 き 家等 をい う 。  

（３ ）  建築 物  建築 基準 法 （昭 和２ ５年 法 律第 ２０ １号 ）

第２ 条第 １ 号の 規定 に該 当 する 建築 物 を い う。  

（４ ）  跡地  空 き家 等を 除 却し た後 の敷 地 をい う。  

（５ ）  所有 者 等  町 内に 所 在す る空 き家 等 の所 有者 又は 管

理者 をい う 。  

（６ ）  町民 等  町内 に居 住 し、 若し くは 滞 在す る者 又は 町

内へ 通勤 等 する 者を いう 。  

（７ ）  行政 区  自治 会そ の 他の 地域 住民 の 組織 する 団体 を

いう 。  



（８ ）  まち づ く り団 体等  地域 コミ ュニ テ ィの 活性 化又 は

まち づく り 活動 の促 進等 に 関わ る団 体を い う。  

（９ ）  事業 者  町内 にお い て不 動産 業、 建 設業 その 他 空 き

家等 の活 用 等に 関連 する 事 業を 営む 者を い う。  

 

（目 標 ）  

第３ 条  空 き家 等の 対策 は 、次 に掲 げる 目 標 に 基づ き推 進 する

もの とす る 。  

（１ ）  空き 家 等 の増 加の 抑 制及 び適 正な 管 理並 びに 老朽 空

き家 等 に 対 する 適切 な対 処 等 に よっ て安 全 安心 な住 環

境の 形成 を 図る 。  

（２ ）  地域 の 課 題解 決、 地 域資 源の 保全 、 観光 の振 興 等 の

観点 から 空 き家 等を 有効 活 用す るこ とに よ って 地域 活

力の 創出 を 図る 。  

（３ ）  所有 者 等 、 町 、町 民 等、 行政 区、 ま ちづ くり 団体 等 及

び事 業者 と いっ た多 様な 主 体が 相互 に連 携 し、 かつ 、

協働 しな が ら 取 り組 む。  

 

（町 の責 務）  

第４ 条  町 は、 法第 ６条 の 規定 によ り定 め た 空 家等 対策 計 画に

基づ き、 空 き家 等の 対策 に つい て総 合的 か つ計 画的 に推 進 し

なけ れば な らな い。  

２  町は 、 所有 者等 、町 民 等、 行政 区、 ま ちづ くり 団体 等 及び

事業 者に 対 して 、 前 項の 規 定に よる 空き 家 等の 対策 につ い て

参加 又は 協 力を 促し 、必 要 な支 援を 行う よ う努 めな けれ ば な

らな い 。  

 

（所 有者 等 の 責 務 ）  

第５ 条  所 有者 等は 、周 辺 の生 活環 境に 悪 影響 を及 ぼさ な いよ

う、 空 き 家 等を 適正 に管 理 しな けれ ばな ら ない 。  

２  所有 者 等は 、 地 域の 活 力の 創出 等に 貢 献で きる よう 、 空 き

家等 の活 用 又は 流通 に 努 め なけ れば なら な い。  

 

（町 民等 の責 務 ）  

第６ 条  町 民等 は、 空 き 家 等の 発生 予防 や 住ま いの 健全 化 に努

める とと も に、 空 き 家等 の 活用 に協 力す る よう 努め るも の と

する 。  

 



（行 政区 の責 務 ）  

第７ 条  行 政区 は、 生活 環 境の 保全 及び 改 善並 びに 地域 コ ミュ

ニテ ィの 維 持及 び向 上の た め、 空 き 家等 の 状況 及び 所有 者 等

に関 する 情 報の 把 握 並び に 適正 な管 理に 関 する 町 へ の情 報 提

供に 努め る とと もに 、 空 き 家等 を地 域資 源 とし て捉 え、 積 極

的に 活用 す るよ う努 める も のと する 。  

 

（ま ちづ くり 団 体 等の 責務 ）  

第 ８条  ま ちづ く り団 体 等 は、 空 き 家 等 を 地域 資 源と し て 捉え 、

積極 的に 活 用す るよ う努 め るも のと する 。  

 

（事 業者 の責 務 ）  

第９ 条  事 業者 は、 空 き 家 等の 活用 等に 協 力す ると とも に 、 そ

の 流 通の 促 進に 努め るも の とす る。  

 

（相 互の 協力 ）  

第１ ０条  所有 者等 、 町 、 町民 等、 行政 区 、ま ちづ くり 団 体等

及び 事業 者 は 、 この 条例 の 目的 を達 成す る ため 、相 互に そ の

役割 を理 解 し、 協力 する も のと する 。  

 

第２ 章  空 き家 等の 対策  

（実 態 の 把握 ）  

第１ １条  町長 は、 行政 区 と連 携し 、町 内 に存 在す る空 き 家等

の所 在及 び 所有 者等 を把 握 する ため の実 態 調査 その 他空 き 家

等の 対策 に 必要 な調 査を 行 うこ とが でき る 。  

 

（空 き家 等の 発 生 の予 防）  

第 １ ２ 条  町 民 等 は 、 そ の 所 有 し 、 又 は 管 理 し て い る 建 築 物 が 、

老朽 化、 未 登記 その 他将 来 にお いて 空 き 家 等の 発生 の原 因 と

なる おそ れ があ ると きは 、 当該 建築 物の 改 修、 登記 その 他 空

き 家 等の 発 生を 予防 する た めに 必要 な措 置 を講 ずる よう 努 め

なけ れば な らな い。  

２  町は 、 良質 な住 宅の 普 及の 促進 を図 る とと もに 、既 存 の建

築物 の保 全 のた めに 必要 な 支援 その 他空 き 家等 の発 生の 予 防

に資 する 措 置を 講じ るも の とす る。  

 

（空 き家 等の 活 用 ）  

第１ ３条  所有 者等 は、 そ の所 有し 、又 は 管理 する 空き 家 等を



利用 する 見 込み がな いと き は、 当該 空 き 家 等の 活用 又は 流 通

に 努 めな け れば なら ない 。  

２  町民 等 、行 政区 、ま ち づく り団 体等 及 び 事 業者 は 、 前 項の

取組 みに 協 力す るよ う努 め なけ れば なら な い。  

３  町は 、 空 き 家等 の活 用 や流 通の 促進 の ため に必 要な 措 置を

講じ るも の とす る。  

 

（空 き家 等の 適 正 な管 理）  

第１ ４条  所有 者等 は、 そ の所 有し 、又 は 管理 する 空き 家 等が

管理 不全 状 態に なら ない よ う、 自ら の責 任 にお いて 適正 に 管

理し 、当 該 空 き 家等 が管 理 不全 状態 にあ る 場合 は、 直ち に そ

の状 態を 解 消し なけ れば な らな い。  

２  町は 、 所有 者等 によ る 空 き 家等 の適 正 な管 理を 促進 す るた

め、 情報 提 供や 助言 その 他 必要 な援 助を 講 じる もの とす る 。  

 

（特 定空 家等 を 予 防す るた め の助 言又 は指 導 ）  

第１ ５条  町長 は、 空 き 家 等が 特定 空家 等 にな るお それ が ある

場合 には 、 当該 所有 者等 に 対し 、そ れを 予 防す るた めの 助 言

又は 指導 を する こと がで き る。  

 

（特 定空 家等 の 認 定）  

第１ ６条  町長 は、 空 き 家 等の うち 、当 該 空 き 家等 が周 辺 に与

える 影響 又 は 危 険の 切迫 性 等を 考慮 し、 特 定空 家等 に認 定 す

るこ とが で きる 。  

２  町長 は 、 前 項の 規定 に より 特定 空家 等 を認 定し よう と する

とき は、 あ らか じめ 第２ ３ 条第 １項 の規 定 によ り設 置す る 高

浜町 特定 空 家等 審議 会（ 第 １９ 条に おい て 「審 議会 」と い

う。） の 意見 を 聞 くこ とが で きる 。  

 

（軽 微な 措置 ）  

第１ ７条  町長 は、 防災 、 衛生 、景 観等 の 町 民 等の 生活 環 境へ

の悪 影響 を 除去 する ため に 、 管 理不 全空 き 家等 にお いて 開 放

され てい る 窓の 閉鎖 、草 刈 り等 の軽 微な 措 置を 講ず るこ と が

でき る。  

２  町長 は 、前 項の 措置 を 講じ たと きは 、 当該 空き 家等 の 所在

地 及び 当 該 措置 の 内容 を 所 有者 等 に通 知 し なけ れ ばな ら な い 。

た だし 、 所 有者 等 が確 知 で きな い 場合 等 は 、こ の 限り で な い 。  

３  軽微 な 措置 に要 した 費 用は 、当 該 空 き 家等 の所 有者 等 に請



求す るこ と がで きる 。  

 

（緊 急安 全措 置 ）  

第１ ８条  町長 は、 空き 家 等に おけ る著 し い管 理不 全状 態 等に

より 、町 民 等 の 生命 、身 体 又は 財産 に危 険 な状 態が 切迫 し て

いる と認 め ると きは 、危 険 な状 態を 回避 す るた めに 必要 な 最

低限 度の 措 置（ 以下 「緊 急 安全 措置 」と い う。） をと るこ と

がで きる 。  

２  町長 は 、緊 急安 全措 置 を講 じた とき は 、当 該空 き家 等 の所

在地 及び 当 該措 置の 内容 を 所有 者等 に通 知 しな けれ ばな ら な

い。 ただ し 、所 有者 等が 確 知で きな い場 合 等は 、こ の限 り で

ない 。  

３  緊急 安 全措 置 に 要し た 費用 は、 当該 空 き家 等 の 所有 者 等に

請求 する こ とが でき る。  

 

（安 全代 行措 置 ）  

第１ ９条  特定 空家 等の 所 有者 等の うち 、 法第 １４ 条第 １ 項 の

規定 によ る 助言 若し くは 指 導又 は同 条 第 ２ 項の 規定 によ る 勧

告 、 同条 第 ３項 から 第８ 項 まで 及び 第 １ １ 項か ら第 １２ 項 ま

で の 規定 に よる 命令 を受 け たも の は 、や む を得 ない 理由 に よ

りこ れら に 係る 必要 な措 置 を講 ず る こと が でき ない とき は 、

町長 に対 し 、自 己の 負担 に おい て当 該必 要 な措 置の 代行 を 依

頼す るこ と がで きる 。  

２  町長 は 、前 項の 規定 に よる 依頼 を受 け た場 合に おい て 必要

があ ると 認 める とき は、 同 項の 規定 によ る 措置 を代 行す る こ

とが でき る 。  

３  町長 は 、 第 １項 の措 置 を代 行し よう と する とき は、 あ らか

じめ 審議 会 に意 見を 聞く も のと する 。  

 

（跡 地の 活用 ）  

第２ ０条  所有 者等 は、 そ の所 有し 、又 は 管理 する 空き 家 等及

び 跡 地を 利 用す る見 込み が ない とき は、 賃 貸、 売買 その 他 こ

れ を活 用 す るた め の取 組 み を行 う よう 努 め なけ れ ばな ら な い 。  

 

（関 係機 関と の 連 携）  

第２ １条  町長 は、 必要 が ある と認 める と きは 、特 定空 家 等の

所在 地及 び その 管理 状態 に 関す る情 報を 、 警察 その 他の 関 係

行政 機関 及 び 行 政区 、ま ち づく り団 体等 に 提供 し、 当該 管 理



不 全状 態 を 解消 す るた め に 必要 な 協力 を 求 める こ とが で き る 。  

 

第３ 章  空 家 等 対策 検討 協 議会 及び 特定 空 家等 審議 会  

（空 家等 対策 検 討 協議 会）  

第２ ２条  次の 各号 に掲 げ る事 項の 協議 を 行う ため 、 法 第 ７条

第１ 項に 規 定す る協 議会 と して 高浜 町空 家 等対 策検 討協 議 会

（以 下「 協議 会 」 とい う。）を 置 く 。  

（１ ）  空家 等 対 策計 画の 作 成及 び変 更並 び に空 き家 等 対 策

の実 施に 関 する 事項  

（２ ）  その 他 空 き家 等に 関 する 対策 の実 施 に関 し必 要な 事  

   項  

２  前項 に 定め るも のの ほ か、 協議 会の 運 営等 に関 し必 要 な事

項は 、町 長 が別 に定 める 。  

 

（特 定空 家等 審 議 会）  

第２ ３条  特定 空家 等の 認 定に 関す る意 見 、特 定空 家等 の 所有

者等 に対 す る措 置に 関す る 意見 その 他所 有 者に 対す る指 導 、

命令 等に 関 する 事項 につ い て審 議 を 行う た め、 高浜 町 特 定 空

家等 審議 会 （以 下「 審議 会 」と いう 。） を置 く 。  

２  前項 に 定め るも のの ほ か、 審議 会の 運 営等 に関 し必 要 な事

項は 、町 長 が別 に定 める 。  

 

第４ 章  雑 則  

（立 入調 査等 ）  

第２ ４条  町長 は、 この 条 例の 施行 に必 要 な限 度に おい て 、そ

の 指 定す る 職員 又は 委任 す る者 （以 下「 職 員等 」と いう 。）

に、 空 き 家 等と 認め られ る 場所 に立 ち入 っ て調 査さ せ、 又 は

関係 者に 質 問さ せる こと が でき る。  

２  町長 は 、前 項の 規定 に より 、職 員等 を 空 き 家等 に立 ち 入ら

せよ うと す ると きは 、そ の ５日 前ま でに 、 当該 所有 者等 に そ

の旨 を通 知 しな けれ ばな ら ない 。た だし 、 管理 不全 状態 等 に

より 、町 民 等 の 生活 環境 へ の悪 影響 、 生 命 、身 体又 は 財 産 に

危害 が及 ぶ こと を避 ける た めに 、第 １７ 条 第１ 項の 規定 に よ

る 軽 微な 措 置若 しく は第 １ ８条 第１ 項の 規 定に よる 緊急 安 全

措置 を講 じ る 必 要が ある と 認め ると き 、 又 は当 該所 有者 等 に

対し 通知 す るこ とが 困難 で ある とき は、 こ の限 りで はな い 。  

３  第１ 項 の規 定に より 立 入調 査又 は質 問 をす る職 員 等 は 、そ

の身 分を 示 す証 明書 を携 帯 し、 関係 者の 請 求が あっ たと き に



は、 これ を 提示 しな けれ ば なら ない 。  

４  第１ 項 の規 定に よる 立 入調 査又 は質 問 の権 限は 、犯 罪 の捜

査の ため に 認め られ たと 解 釈し ては なら な い。  

 

（委 任）  

第２ ５条  この 条例 に 定 め るも のの ほか 、 この 条例 の施 行 に関

し必 要な 事 項は 、 規 則で 定 める 。  

 

 

 

附  則  

この 条例 は 、平 成３ ０年 ４ 月１ 日か ら施 行 する 。  


